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　日本共産党議員団は、９月13日、野本恵司市
議会議長宛に、「統一協会」・関連団体との関係
について市議会議員の調査を行い、市民に調査
結果を公表することを申し入れましたが、議長か
らは、調査する考えがないことが表明されました。

　日本共産党は「安倍晋三元首相の『国葬』の
実施に反対する意見書」を提出し、９月22日（木）
本会議で審議した結果、賛成（竹田えつ子・す
わみつえ議員他３名）少数でした。意見書は、
質疑・反対討論もなく否決されました。  　鴻巣市議会９月定例会で、並木正年新市

長の所信表明が行われ、18人の議員が質疑
を行いました。
　竹田えつ子議員は、新ごみ処理施設建設
について質しました。

　「ごみ処理問題、しがらみのない立場で早期
解決！第３者委員会の設置」を選挙公約とした
並木市長です。期待された方も多いと思います。
建設候補地は後背湿地といわれる沼地であり、
この場所に決まった選定過程において、文書の
書き換えが行われていました。建設費用は、土
壌整備・水路改修等で約100億円、全体費用は
約611億円と鴻巣行田北本環境資源組合で試
算され、白紙となった経緯があります。本当にこ
の場所で良いのか、第３者委員会の設置につい
て市長の見解を問いました。
　並木市長は、昨年９月16日に鴻巣・北本・吉見
で交わした「基本合意書」の基づき進めていく、
第３者委員会も設置しない旨を答えました。
貴重な市民の税金を使っての新ごみ処理施設
建設です。候補地も含め、より良いごみ処理施

設にするために、これからも市民の皆さんと一緒
に考え声を届けていきます。

　コロナワクチン接種事業、住民税非課税世
帯への臨時特別交付金支給事業、こうのすグ
ルメクーポン・水道基本料金減免など取組む
とともに、市民の運動で社会問題化した「生理
の貧困」への取組が実現しました。
　一方で、コウノトリ飼育のために約2231万
円もかけながら、敬老祝い金の支給が５歳間
隔から１１歳間隔に延ばされ、さらに介護保
険料基準額の値上げで１年間の保険料は５万
7,600円から６万2,400円とするなど、福祉予
算の削減です。
　市にお金がないわけではありません。実質
収支額や基金残高が大幅に増加しました。

　所信表明で３つの方針の1つ目として「未来へ
の投資」で「子育て安心」と「教育先進都市」を
述べました。
　全国で一番、小中学校の統廃合が行われて
いる埼玉県です。鴻巣市における「市内18校の
小学校を13校に統廃合する」計画への見解。さ
らに、不登校児童生徒への対応や、人権にかか
わるトイレを含めた校舎老朽化への対応は喫緊
の課題です。
　「未来への投資」とは、子どもたちが安心して
通える学校にすることであり、教育予算を増や
し喫緊の課題を解消することではないか。市長
の見解を質しました。
　市長は「学校の統廃合はいたしかたない。が、
地域・保護者が子どもたちを中心におき十分な
検討を行うこと」「修繕に関しては予算の拡充
が大事」と答弁しました。

・財政調整基金　
　26億4326万円➡30億9944万円
・減債基金　
　８億3305万円➡10億7818万円
・介護保険給付費準備基金　　
　４億3026万円➡４億7729万円
・ごみ処理施設等整備基金　
　15億3349万円➡16億3704万円　等
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「未来への投資」とは教育予算の拡充か　
前市長となんら変わらず　

　日本共産党鴻巣市議団は、みなさん
の声を市政に反映し、より住みよい街
づくりを進めるため、市民アンケート
に取り組んでいます。あなたが実現し
てほしいと願う要望、具体的なお悩み
やお困りごとなど、市政への率直なご
意見をお寄せください。

　市民の暮らしは、コロナ危機による景気の低迷により、困難な状況が長期に及んでい
ます。さらに、ガソリン・食料品・電気料金をはじめ物価の高騰が、私たちのくらしに
深刻な影響を与えています。市民が市政にもとめているのは「命と暮らしを守る」こと
です。地方自治体の役割を鴻巣市が果たすことを求めました。

21議案に賛成４議案に反対

一般会計・特別会計すべて黒字、
基金積み増しの決算
R２年度末基金総額１０４億６９７６万円

　　➡ R３年度末総額１１３億５２２７万円

市民の命・くらし守る市政へ

市民アンケートに
ご協力ください

すわみつえ議員は

を質疑しました。
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　市長選挙で実施方法に違いがありましたが、
全ての候補者が給食費の無償化について公約と
して掲げていたことはすばらしいことだと思いま
す。世論が政治を動かしていると感じました。市
長選挙の公約に基づき 学校給食費の無償化に
ついて、どのように検討するか質しました。
　市は、市長の公約である「多子世帯の学校給
食費軽減事業の創設」について、制度設計も含
め、財政面などあらゆる面で調整しなければな
らないと考えている。多子、補助率など既に実施
している他市の状況を検討・整理し、2023年度
中には実施していきたいと答えました。

　コロナ禍が続き高齢者はマスク越しで会話が
聞き取りにくくなっています。「聞こえは人権問
題」と捉えた厚労省の見解は画期的です。加齢
性難聴対策として補聴器購入に補助制度を設け
ることについて質問しました。
　市は、加齢性難聴の方が補聴器を利用するこ
とは有効と考えている。今後先進事例や補聴器
販売業者との意見交換も含め、補聴器購入に費
用助成に向けて課題を整理していくと答えまし
た。

　市は財源確保が重要な課題であるとしていま
す。ならば、今日の日本を築きあげ長い間社会
発展に貢献された高齢者の皆さんの願いに応え
て、財源確保の為に尽力するのが自治体の責務
だと考えます。地方自治の本旨に沿って取組む
ことを求めました。
　市は「住民の福祉の増進をはかること」を基本
として、事務事業を進めていくと答えました。一
歩前進の答弁でした。実現まで頑張ります。

〔質〕川里地域の小中一貫校の意見交換会で
は、地域の方への案内は、申し込み制で入場
券を発行しての取組でした。入場券のない方
は入れないようになっていました。400名入
れる体育館に17名の参加。開催方法は適切と
いえますか。
〔答〕「より多くの方の意見を聞いて」という結
果にはなりませんでした。
　今後も意見交換会を重ねていく中で、多く
の方の意見をいただきます。

〔質〕５月15日発行の広報かがやきに掲載し
た意見募集は６月10日が締め切りでした。回
答の期日があまりにも短いではないでしょう
か。また、回収率3.1％とひくいことをどう考
えますか。
〔答〕回答率の低さと意見の多くが反対の趣
旨であることから、「回答のない方は、全て納
得していただいているとは思いませんが、教
育委員会の方針が一定の理解をいただけて
いる」ものと認識します。

〔質〕審議会でアンケート結果を審議してい
ないのは何故か。
〔答〕審議事項はアンケートについてではあ

りません。アンケート結果は事前に審議委員に郵
送し内容を確認していただいた。

●急増している不登校児童生徒についての見解と
　新たな取り組みは
新たな取組はないものの、スクールソーシャルワー
カーの増員検討の答弁がありました。
●事前に給食を止める連絡をせず欠席した場合で
　も、給食費が返還されるようにすることについて
「公費で賄うことは考えていません」という答弁でした。

　気候危機打開は待ったなしの課題です。私たち
の日常の中では光熱を出さない商品に変換してい
くことです。ＬＥＤ化・高効率給湯器購入に補助制
度を創設することを求めました。
　市は、ＬＥＤ化等の補助については、ゼロカーボ
ンを目指す中で調査研究していくと消極的な答弁
でした。気候危機は命の問題です。これからもしっ
かり取組んでいきます。他に、就学援助制度の拡
充、放課後児童クラブについて質問しました。

竹田えつ子議員 すわみつえ議員

加齢性難聴の方の補聴器
購入に補助を

社会発展の為に尽力した高齢者の
願いに応えるのが自治体の役割

「多子世帯の学校給食費軽減事業」は
2023年度中に実施していく

気候危機打開へ、ＬＥＤ化に補助を

アンケートに一生懸命答えた
市民の声が反映されない

　
　 学校給食費の負担軽減、

「聞こえは人権」補聴器購入に補助を
市民の声が反映されない
小中学校統廃合でよいのか
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●具体的なお悩みやお困りごと、市政への要望・ご意見

●今、あなたが実現してほしいと願う要望は何ですか？

あなたの声を市政に生かす市民アンケート

該当する項目に  をつけてください。いくつ選択しても結構です。

①□最低賃金の引き上げ
②□消費税の減税
③□中小・地場産業支援
④□住民税など重税の軽減
⑤□光熱費、水道代を安く

①□コロナ対策の拡充・強化
②□国保税の引き下げ
③□介護保険料・利用料減免
④□75歳以上医療費2倍化中止
⑤□年金充実、減らない年金に

①□学校給食費の無償化
②□小・中学校統廃合の中止を
③□校則の見直し
④□保育料の負担軽減
⑤□大学・専門学校の学費軽減

①□新ごみ処理施設建設予定地の見直し
②□自然環境・緑の保全
③□フラワー号の運行充実
④□生活道路の安全対策
⑤□防災対策の強化

〔暮らし・経済〕

〔街づくり・環境〕〔医療・介護・年金〕

〔平和・民主主義〕

〔子育て・教育〕

①□憲法を生かした市政
②□ジェンダー平等に向けた取組
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参加者が非常に少ない意見交換会

意見がないのは「一定の理解をした」から？

本当がわかる
明日が見える

●日刊紙／月3,497円
●日曜版／月930円

新型コロナ、政治、社会保障、経
済、…「本当のことが知りたい」
その思いにこたえる新聞です。
暮らしに役立つ情報も満載です。

しん
ぶん赤旗

⇒費用助成に向け課題を整理していく


